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都市再生整備計画（第２回変更）
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・様式は、Ａ４長辺側を、２箇所ホチキス留めすること。



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 99 ha

平成 19 年度　～ 平成 23 年度 平成 19 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人/１２Ｈ 平成１８年度 平成２３年度

分 平成１８年度 平成２３年度

％ 平成１８年度 平成２３年度28%３．狭隘道路率 佐野六木土地区画整理区域内の狭隘道路の割合
区画整理事業により地区内の狭隘道路を解消し、安全安心な都市
の基盤整備を図る。 39%

350

２．避難場所への到達時間 一時集合場所への到達時間
区画整理事業による公園整備により、一時集合場所への到達時
間の短縮を図る。 10 5

１．遊歩道の利用者数 中川の遊歩道を利用している歩行者等の数
遊歩道を整備することにより、歩行者等の利用者数を増やし、地域
住民の交流やコミニュテイを支援する。 208

・水と緑のネットワークを活かした快適で安全安心なまちづくりを実現するための抜本的な基盤整備や、地域住民のコニュニティの育成がなされていない。
・水と緑のネットワーク化を図るための都心の貴重なオープンスペースとなっている中川の河川用通路が遊歩道として有効活用されていない。
・花見橋は都県境からの車両の重要な交通アクセスの一部となっているが、老朽化が著しいことや、歩行者等の通行ができない構造となっている。
・都市基盤整備が遅れ防災上危険な市街地がある。
・足立区地域防災計画では、区立小中学校が一時避難場所に指定されているが、計画区域内の六木小学校は、耐震補強工事が施されていない。

・足立区基本計画では、この地域は、垳川、中川、葛西用水親水水路に囲まれ、地区内に花畑川が流れるなど水の豊かな地域であることから、水と緑のネットワークを活かした行政と区民とが協働してまちづくりを行うと位置付けられている。
・足立区都市計画マスタープランでは、水と緑のネットワーク化や道路・公園等の基盤整備を行い、地域住民の交流やコミュニティの育成を支援し、安全安心なまちを構築すると位置付けられている。
・足立区地区環境整備計画では、この地域周辺で都市基盤整備が遅れている佐野六木土地区画整理事業を早期に完了させ、地区計画と併せて良好な住宅地を誘導すると位置付けられている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値
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計画期間 交付期間 23

大目標：水と緑のネットワークを活かした快適で安全安心なまちづくり
　目標１：水と緑のネットワーク化を図り、地域住民の交流やコミュニティを支援する。
  目標２：安全安心なまちをつくる。
  目標３：耐震性の向上と歩行空間の確保を図る。

・平成１４年度に実施した足立区政に関する世論調査によると、健康づくりの施設として整備してもらいたい区民要望の第一位は遊歩道整備である。
・葛西用水緑地は桜の名所となっているが、一部区間で植樹するスペースがないため桜の整備がされていない。そのため、平成１７年度に葛西用水沿道の地域住民から桜並木の整備の要望が出されている。
・花見橋は昭和初期に架橋された老朽化が著しい橋で、都県境から非常に多くの車両が通行するため、数年前から重量制限の規制を行っている。しかし、現在も通過交通の激しい橋で、歩行者等の通行スペースもなく、近隣住民等から橋の耐震性の
向上と歩行空間確保の要望が出されている。そこで区は、河川管理者である国と協議を行い、橋の歩行者空間確保については道路管理者である区が行うことになった。
・中川の遊歩道整備については、地域住民からの強い要望があり、昭和５８年頃から河川管理者である国と整備について協議を行い、堤防の暫定断面上に整備することで河川管理者の了解を得たため、平成２０年度より遊歩道の整備を進めてきたと
ころである。しかし、平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災の影響により、中川堤防の嵩上げ計画が具体化し、早ければ数年後に築堤工事を行う見込みとなったため、中川遊歩道の一部の整備を延期するものとした。
・佐野六木土地区画整理事業は、周辺地域で既に区画整理が完了し、唯一施行中の区域である。この佐野六木地区は、平成１３年度から本格的に工事に着手し、区画道路や造成等の整備を行っているが、高齢化等の進展に伴い、地元地権者から早
期施工の要望が極めて強い。



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
整備方針１（水と緑のネットワーク化を図る）
・既存施設である神明六木遊歩道（武蔵野のみち）と葛西用水親水水路、都市計画道路補助２６９号線を結ぶ全長約6.4Ｋｍの水と緑のネットワーク化を図
る。

高質空間形成施設（中川遊歩道の整備）
地域創造支援事業（桜並木の整備）

整備方針２（道路・公園等の都市基盤整備を図る）
・道路・公園等の公共施設の基盤整備を行い、安全安心なまちを構築する。また、併せて無秩序な市街化進行を防止し、防災性や居住環境の誘導を行う。 土地区画整理事業（佐野六木土地区画整理事業）

関連事業（佐野六木地区地区計画）

整備方針３（安全性の確保と耐震性の向上を図る）
・災害時の児童の安全や一時避難所として活用できるよう学校の耐震補強を行い、学校の安全性を向上させる。
・橋梁部の歩行空間の確保を行い、歩道の連続性及び歩行者等の安全性の向上を図る。

地域創造支援事業（六木小学校の耐震補強）
道路（花見橋の改修）

○住まいづくりの支援
　佐野六木土地区画整理は、既成市街地の区画整理事業であることから、事業に伴い多くの家屋が建替えとなる。そこで区は各地権者の方に快適で住みやすい住宅を建てて頂くために、住宅専門家による定期的な講演や住まいづくりの相談会の開
催、ＮＰＯと連携した住宅の個別相談等の実施し、事業に併せて安全安心で住みやすい住まいづくり、まちづくりの支援を行っている。
○区内経済の活性化と区内産業の育成
　区は、区内経済の活性化と区内産業の育成を目的として、足立区経済活性化推進協議会を設置し、区と会員である企業等が協力して活動を行っている。その中で建設・不動産まちづくり部会は、経済波及効果が高い区画整理事業を地域経済活性
化の好機と捉え、平成１６年度からイベントを開催し、区内業者による「ていねいで信頼できる住まいづくり」のＰＲに努めている。



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 足立区 直 26.5ｍ H21 H22 H21 H22 45 45 45 45

公園

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設

高質空間形成施設 足立区 直 － H20 H22 H20 H22 115 115 115 115

高次都市施設 －

既存建造物活用事業 －

都市再生交通拠点整備事業

土地区画整理事業 足立区 直 24.8ha H9 H34 H21 H23 8,460 1,801 1,801 1,801

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

人にやさしいまちづくり事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 8,620 1,961 1,961 1,961 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

足立区 直 560ｍ H20 H25 H20 H23 6 6 6 6

足立区 直 1棟 H19 H20 H19 H20 6 6 6 6

0

足立区 直 － Ｈ23 Ｈ23 Ｈ23 Ｈ23 0.8 0.8 0.8 0.8

－ 0

－ 0

－ 0

合計 13 13 13 12.8 …B
合計(A+B) 1973.8

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

足立区 国土交通省 24.8 ha ○ H9 H34 18,290

足立区 24.6 ha H14 0

足立区 H15 H23 0

足立区 H16 H23 0

足立区 H16 H23 0

合計 18,290

交付対象事業費 1,973.8 交付限度額 789.5 国費率 0.400

0

0

うち民負担分

うち民負担分
交付期間内事業期間

規模直／間

花見橋の改修(歩道部)

－

－

規模

－

－

佐野六木土地区画整理地区内

事業主体

六木小学校

事業期間（いずれかに○）

佐野六木土地区画整理事業地区内

佐野六木地区

区内経済の活性化と区内産業の育成

事業
細項目

事業主体事業箇所名

－

（参考）事業期間

佐野六木地区

－

全体事業費

桜並木の整備

住まいづくりの講演会

まちづくり活
動推進事業

事業

土地区画整理事業(特会・都市再生)

（参考）事業期間
細項目

地区計画

地域創造
支援事業

まちづくり交付金事後評価の実施

学校の耐震補強

事業活用調
査

－

住宅市街地
総合整備
事業

交付期間内事業期間
規模事業主体 直／間事業箇所名事業

住まいの出張相談会 佐野六木土地区画整理事業地区内

所管省庁名

佐野六木地区地区計画

事業箇所名

佐野六木土地区画整理事業地区内



都市再生整備計画の区域

　葛西用水沿道地区（東京都足立区） 面積 99 ha 区域 大谷田一・二丁目、佐野一丁目、六木二・三丁目
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遊歩道の利用者数 （人/12H） 208 （18年度） → 350 （23年度）
避難場所への到達時間 （分） 10 （18年度） → 5 （23年度）
狭隘道路率 （　％　） 39 （18年度） → 28 （23年度）

　　　

　葛西用水沿道地区（東京都足立区）　整備方針概要図

目標 水と緑のネットワークを活かした快適で安全安心なまちづくり
代表的
な指標

0 500 500 1,500 1,000

1:10,000

■基幹事業（土地区画整理事業）
　佐野六木土地区画整理事業

□提案事業（地域創造支援事業）
　桜並木の整備

□提案事業（地域創造支援事業）
　学校の耐震補強

■基幹事業
花見橋の改修（歩道）○関連事業

　佐野六木土地区画整理事業(特会・都市再生)
　地区計画
　住まいづくりの講演会
　住まいの出張相談会
　区内経済の活性化と区内産業の育成

■基幹事業　（高質空間形成施設）
　中川遊歩道の整備
　

葛西用水親水水路（整備済）

□提案事業（事業活動調査）
　まちづくり交付金事後評価の実施


